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過疎化集落の観光資源を活用し、集落活性化の一助としてのマリンレジャーの開業

白い砂浜など自然が残された笠利町外金久の観光資源を活かして，奄美へ来られる観光
客にマリンレジャーを提供し，地元集落の人々とのふれあいを通じて奄美大島の良さを実
感していただく。
【取扱商品・サービス】
・水上バイク(１艇３名乗り)，シュノーケル，カヌー，サップ，バナナボートのレンタルなど

補助内容

現在の状況・課題

・レジャー設備購入（水上バ
イク，シュノーケル，カヌー
，ジャケット等）
・ホームページ開設
・チラシ制作

・開店時の設備の購入で，初年度の７～８月約４０日
間で７０人の観光客の人たちを呼び込めた。２人組の
カップルも多く予想以上に手ごたえを感じた。
・午前のお客さんはホテルに帰る前に地域の飲食店を
利用する人が多く，地域活性化の一助となっている。

・開業時より奄美大島の注目度が高まっており，同業者の数も増えて競争は激しくなってい
る。水上バイクはインストラクターも務めるが料金は取っていない。
・７～８月の前後でも，ある程度集客できるように広報に取り組み，自店独自のメニューや
持ち味を広くアピールしていく必要を感じている。

今後の事業展開
・ 夕陽クルーズ・星空クルーズにも力を入れていき，夜の海の魅力も楽しんでいただける
よう事業展開したい。お客のインスタグラムに掲載してもらえるような楽しい時間を提供し，
自店PRの相乗効果をめざしたい。
・船を使ったメニューを強化し，水上バイクと船で「海の総合レジャー施設」を目指す。当
店と外金久の海の利用でマリンスポーツを色々楽しめるとお客に認識してもらえるようメ
ニュー・サービスを充実させ，他店との差別化を図りたい。

起業のきっかけ
幼い頃から遊んだ地元の青い海，白い砂浜な

どの自然を，多くの人に知ってもらうために開業
を決意した。

東シナ海側の海は遠浅で小さな子供でも安心安
全，夕日も絶景で，太平洋側の同業者とは差別化
が図れる。

採択テーマ

事業内容（取扱商品・サービス）

苦労したこと，工夫したこと
・スタート直後は仕事の流れをリズム
に乗せるのが大変で，作業効率の大事
さを感じた。
・昔からの同業者がやっていないマリ
ンレジャーのメニューを考え，その効
果が出ている。

平成２９年度起業家スタートアップ支援事業支援事例
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